
東
海
道
を
保
土
ヶ
谷
か

ら
戸
塚
に
向
か
う
と
、
不

動
坂
交
差
点
の
手
前
、
交

番
の
所
に
右
に
分
か
れ
る

道
が
あ
る
。

そ
の
道
は
大
山
道
。
昔
、

東
海
道
と
の
分
岐
点
に
あ
っ

た
道
標
、
庚
申
塔
、
灯
籠

な
ど
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。

｢

依
是
大
山
道｣

、｢

右

江
大
山
道｣

と
書
か
れ
た

道
標
も
あ
る
。

江
戸
時
代
、
大
山
に
あ

る
阿
夫
利
神
社
、
不
動
尊

に
お
参
り
に
行
く
人
々
の

通
っ
た
道
だ
。
当
時
、
庶

民
の
旅
行
は
自
由
で
は
な

か
っ
た
が
箱
根
の
関
所
を

越
え
な
い
参
詣
な
ら
女
性

で
も
比
較
的
容
易
に
通
行

手
形
を
得
ら
れ
た
ら
し
い
。

そ
こ
に
立
派
な
不
動
堂

が
あ
っ
た
。

い
つ
も
渋
滞
で
車
が
動

か
な
い
の
が
、
こ
の
柏
尾

の｢

不
動
坂｣

。

そ
う
か
、
そ
れ
で
動
か

な
い
ん
だ
。
お
参
り
し
て

今
後
は
引
き
留
め
な
い
よ

う
お
願
い
し
た
。
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依
是

大
山

道
神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
柏
尾
町

二
〇
二
〇
年
五
月

こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り

メ
ル
ケ
ル
首
相
は｢

外

出
を
控
え
て
感
染
拡
大
の

速
度
を
抑
え
、
対
策
を
講

ず
る
為
の
時
間
を
稼
ご
う｣

と
訴
え
た
。

日
本
の
政
権
は
緊
急
事

態
宣
言
で
国
民
に
首
を
す

く
め
さ
せ
、
通
り
過
ぎ
る

の
を
待
た
せ
る
だ
け
？

緊
急
対
策
を
と
る
べ
き
だ
っ
た

Ｎ
95
マ
ス
ク
、
防
護
服

も
輸
入
が
途
絶
え
、
医
療

機
関
で
マ
ス
ク
さ
え
不
足
。

同
じ
物
を
使
い
続
け
た
か

ら
、
病
院
の
院
内
感
染
で

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
。

国
が
金
を
出
し
国
内
で

生
産
す
る
体
制
を
整
え
れ

ば
、
短
期
間
で
出
来
た
筈
。

輸
入
商
社
の
利
益
第
一
？

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
も
輸
入
会

社
の
利
益
の
為
？

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
本
庶
先

生
は｢

感
染
者
数
が
減
っ

た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
少

な
い
。
実
際
の
感
染
者
数

は
一
桁
、
二
桁
多
い｣

と

云
う
。
検
査
数
を
増
や
せ

ば
本
当
の
事
が
分
か
る
。

日
本
に
は
厚
労
省
管
轄
外

に
も
沢
山
検
査
機
が
あ
る
。

日
本
医
師
会
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
数
が
伸
び
な
か
っ
た
の

は
予
算
が
少
な
か
っ
た
か

ら
と
指
摘
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
患
者
の
為
の
ベ
ッ

ド
、
隣
接
病
室
も
空
け
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

費
用
は
政
府
が
負
担
し
て

準
備
し
て
お
く
べ
き
だ
。

厚
労
省
は
公
立･

公
的

病
院
の
削
減
統
廃
合
の
計

画
を
撤
回
し
て
い
な
い
。

こ
れ
で
は
コ
ロ
ナ
第
二
波

に
備
え
ら
れ
な
い
。

他
の
人
に
う
つ
さ
な
い

よ
う
に
病
院
に
発
熱
外
来

を
作
る
事
は
、
国
が
設
備

を
作
り
、
運
営
予
算
を
出

せ
ば
で
き
る
。

六
月
末
に
は
派
遣
切
り

が
沢
山
で
る
。
国
レ
ベ
ル

で
失
業
対
策
事
業
を
興
す

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
？

今
か
ら
で
も
第
二
波
に

備
え
手
を
打
つ
べ
き
だ
。

今 からでも第二波 に備 え手 を打 つべき

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


